別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　項：教育総務費　　目：教育指導費
	事業名: いじめ相談２４電話相談事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　教育委員会　学校支援課　教育相談係　電話番号：058-272-1111（内800-38）

　　　　　　　　　　　E-mail：c17782@pref.gifu.lg.jp

	事業費


　要求額：5,480千円（前年度予算額：5,473千円）
	要求内容


	１　要求の内容


いじめ電話相談に夜間・休日・祝日も含め２４時間体制で対応するため、電話相談員を配置し、相談者の気持ちを受け止めて自殺等の行動を未然に防止するとともに、悩みや問題等の解決を図ります。
夜間・休日・祝日のいじめ相談２４電話相談員として、児童生徒の悩み等を聞くことに精通した教員ＯＢ等を８名配置、輪番制で対応します。

	２　所要経費


事業費　5,480千円

　　・報償費 　　3,402千円
・印刷製本費 　260千円
・通信運搬費 1,818千円(電話料金、ナビダイヤル料金、携帯電話基本料金)

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	5,473
	1,824
	
	
	
	
	
	
	3,649

	要求額
	5,480
	1,826
	
	
	
	
	
	
	3,654

	決定額
	5,480
	1,826
	
	
	
	
	
	
	3,654


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　２４時間、電話相談に対応できるように、平日昼間から夜間・休日・祝日にも拡充した相談体制を、いじめ等に悩み苦しむ児童生徒やその保護者に寄り添い支援するために、維持、継続します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	いじめ相談２４

電話相談回数
	315回
（H17）
	1033回
（H18）
	1327回
（H22）
	1297回
（H23）
	1350回
（H25）
	96.1％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

夜間・休日・祝日のいじめ相談２４電話相談員として、児童生徒の悩み等を聞くことに精通した教員ＯＢ等を８名配置、輪番制で対応し、既設の相談電話から専用の携帯電話に転送する方法により相談を受理しています。
事業周知のために電話相談広報カードを作成し、県内全児童生徒に配布しました。


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　県内全児童生徒を対象に電話相談広報カードを配布したところ、多くの相談電話が寄せられ、１０月２０日現在で９２９回の電話を受けています。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　いじめが社会問題化しており、２４時間の電話相談体制の充実は必要性が高くなっています。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	いじめや自殺など緊急的な対応が必要な場合のセーフティネットとして２４時間の電話相談体制はとても有効です。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　適切な事業の実施により、効率化を図っています。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　従来小学校１年生の児童のみに限られていた電話相談広報カードの配布を、今年度県内全児童生徒を対象に配布をしました。その効果が認められたので、今後も全児童生徒を対象に配布をしていきます。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

２４時間の電話相談体制を維持、継続し、いじめ等に悩み苦しむ児童生徒やその保護者に寄り添い支援をしていきます。



